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　厚生労働省が2021年２
月20、21日に実施する第
106回薬剤師国家試験は、
新型コロナウイルス感染症
の診断がなされた場合、受

験を認めないという異例の措置が取
られることになった。会場入口で検
温を実施し、37.5℃以上の者には
迅速抗原検査を実施。陽性反応が出
た場合はオンラインで医師が診察を
行い、新型コロナウイルス感染症の
診断がなされた場合は受験を認め
ず、追加試験も行わない。濃厚接触
者については、試験当日に無症状な
どの条件を満たせば別室で受験を認
める方針。受験者には、試験当日ま
で感染防止対策など万全の準備が必
要になりそうだ。
　第106回薬剤師国試は、新型コロ
ナウイルス感染症対策を行った上

で、国試の科目、実施方法、合格者
の決定方法は変更せずに実施する。
　試験当日に新型コロナウイルス感
染症に罹患し、入院中、宿泊療養中、
自宅療養中の受験者は受験を認めな
い。会場入口でサーモグラフィカメ
ラによる検温を実施し、37.5℃以
上の者や咳などの症状を認めた者は
再度、接触型体温計により検温し、
37.5℃以上の発熱が認められれば、
迅速抗原検査を実施する。
　検査の結果、陽性反応が出た場合
は、オンラインで医師が診察を行い、
新型コロナウイルス感染症と診断さ
れれば受験を認めず、追試などの救
済措置も行わない。それ以外の場合
は別室での受験となる。
　試験当日、新型コロナウイルス感
染症の診断で受験できなかった受験
者に限り、試験日前後２週間に診断

書などの提出によって受験手数料を
返還する。
　保健所から濃厚接触者に該当する
とされた者については、試験前日ま
でに予め申し出ることとした。当日
の受験については、▽自治体による
ＰＣＲ等検査で陰性▽受験当日も無
症状▽公共の交通機関を利用せず、
自家用車などを使って人が密集する
場所を避けて試験場に行く――の条
件を満たした場合に別室での受験が
可能になる。
　当日の試験では、受験者間の間隔
を１ｍ以上確保するとされ、受験者

にはマスク着用を義務づける。第
105回薬剤師国試は全国13会場で
実施したが、できる限り広い試験会
場が必要になることから、会場数が
増える可能性がある。希望者数の状
況により、受験願書に記載した受験
地に隣接する都道府県に所在する試
験会場で受験してもらうこともあ
る。
　感染状況がさらに拡大した場合、
新型コロナウイルス感染症の感染が
疑われる場合の受験要件がより厳し
くなる可能性もあるという。

（2020年12月７日掲載）

薬剤師国試で異例の措置へ
コロナ感染者、受験認めず

　前回のコラムでは、薬の副作用は主作
用の対義語であり、必ずしも有害な作用
だけを意味する言葉ではないというお話
をしました。では、薬の主作用とはいっ
たい何でしょうか。あらためて考えると、
その意味するところを的確に表現するこ
とは難しいように思います。強いて言え
ば、「薬の本来の目的に沿った作用」と
いうことになるでしょうか。糖尿病の薬
であれば、その開発目的や薬理学的な作
用機序から考えても、高い血糖値を下げ
ることが主作用であり、それに伴い生じ
てしまう低血糖は副作用と考えることが
できます。
　とはいえ、「薬の本来の目的」とは言
っても、その本来性を決定づける客観的
な基準があるわけではありません。薬に
限らず、物の存在価値は時と場所、あ
るいは状況によって変わることは経験
的にも明らかでしょう。例えば、スタチ
ン系薬剤の本来の目的に沿った作用は、
コレステロール値の低下ですよね。しか

し、同薬による心血管リスクの低下は主
作用なのでしょうか。それとも副作用な
のでしょうか。「本来性」をどうとらえ
るかで、どちらにでも取れるように思い
ます。
　同じように、糖尿病治療薬のＳＧＬＴ
２阻害薬について考えてみましょう。心
不全患者3730人を対象としたランダム
化比較試験（P M I D : 32865377）では、
エンパグリフロジンの投与で心血管死
亡、心不全増悪による入院の複合アウト
カムが25%低下しました（ハザード比
0.75［95％信頼区間0.65 ～0.86］）
　また、慢性腎臓病患者4304人を対象
としたランダム化比較試験（P M I D : 
32970396）では、ダパグリフロジンの
投与で推算糸球体濾過量50％以上の低
下、末期腎疾患、腎・心血管疾患による
死亡の複合アウトカムが39％低下しま

した（ハザード比0.61［95％信頼区間
0.51 ～0.72］）
　興味深いことに、どちらの研究におい
ても、糖尿病の有無とは関係なく心不全
や腎臓病の予後改善が示されており、さ
らには低血糖リスクの増加も認められま
せんでした。糖尿病の治療薬として開発
された薬ではありますが、臨床で期待さ
れつつあるのは、血糖降下作用というよ
りはむしろ、心不全や腎臓病予後の改善
効果なのです。
　薬の本来の目的をあらためて問い直し
てみることで、薬の作用機序や薬効分
類にとらわれることなく、薬の効果に
対する視野を広げられるような気がし
ています。薬の目的の本来性を考えて
いくことは、人の生活と薬との直接的
な関係性を考えることに他ならないから
です。
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